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 平成２３年度 地域交通安全活動の一連事業 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

・ 通学路の重点拠点（交差点）で交通安全指導を実施。 

・ 児童への“おはよう・おかえりコール”と住民へのあいさつ運動。 

・ 交通安全環境を総点検して、行政に改善要望を提出。 

・ 高齢者の事故減少対策として、運転免許自主返納支援事業を実施。 

・ 住民を対象に、通行ルールやマナーを学ぶ自転車安全利用講習会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当学区は幹線「瀬戸街道」を軸に生活道路が形成されており、名古屋中心部へ

の通過交通車両が多いため、事故発生の危険が高い環境にある。そこで、児童の

【守山学区】 

 ■世帯数：4,562 世帯  

 ■人 口：11,290 人 

 ■面 積：1.190ｋ㎡ 
平成 24 年 4 月 1 日現在

 １ 活動・取り組みの内容 

 ２ きっかけ、背景 

守山区 守山学区 
住民交流 健康・福祉 青少年育成 環境・美化 

防犯・交通安全 防 災 歴史・文化・芸術 その他 

 

チラシの各戸配布、回覧、区政・連協定例会や民生児童委員会、PTA

総会などの会合で周知   

【住民への PR 方法】

【アピールポイント】  

「街頭交通安全指導」と「あいさつ（声掛け）運動」が次第に定着

して、児童はもちろん、地域住民の方も自然にあいさつを交わすよう

になり、地域全体が活性化した。住民の意識も高まり、交通安全のみ

ならず、犯罪発生件数も改善の方向にある。 



 
-守山 10 

交通事故防止を最重点に、地域住民の交通安全意識を啓蒙することとした。同時

に、あいさつ運動を行い、地域のコミュニティを形成する。また、学区内に交通

危険箇所が見られることや、高齢者への交通安全対策事業の取り組みの必要性が

あった。 

 

 

 

(１) 運営メンバー 

 区政協力委員、町内会、民生委員

児童委員、PTA、元区政協力委員、

学区連絡協議会委員 計約 100 人 

(２) 他団体との協力 

守山小学校、守山警察署、守山区

役所、守山土木事務所 など 

(３) 運営協力 

 学区の基本方針「全員参加」の主

旨を継承し、さらなる躍進を図る。 

 

 

 

 

(１) 成果・効果 

・ 世代間の交流が深まり、子どもの健全育成や

日常的に近隣同士で声をかけあうきっかけに

なった。 

・ 交通事故や犯罪の防止につながりつつある。 

(２) 苦労した点 

・ 平成 22 年度から学区連絡協議会で部会制を

導入し、それぞれの活動を展開している。各

委員の協力により、苦労は皆無となっている。 

(３) 今後の課題・展望 

・ この活動をさらに推進して、学区の「安全、

安心、快適なまちづくり」を構築したい。 

H23 年 3 月
平成 23 年度街頭交通安全指導活動日

カレンダー配布 

▼ 

6 月
交通安全総点検を実施、改善要望書提

出（警察署、土木事務所） 

▼ 

10 月

運転免許証自主返納支援事業の実施、

「交通事故ゼロの日」街頭交通安全活

動集会 

▼ 

H24 年 1 月 「自転車安全利用講習会」の実施 

▼ 

2 月 守山小学校主催「交通指導感謝の会」

▼ 

3 月 交通安全改善要望事項の再点検調整 

 ３ 実施の体制 

 ５ 成果と課題 

 ４ 実施のスケジュール 


